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夏の肌トラブル 

子どもは転びやすい

うえに、腕力が弱く自

分で起き上がること

が難しいもの。水深が

浅い水でもおぼれる

危険があるので、必ず

大人が付き添って見

守りましょう。 

とびひ 
ができたとき 

 

虫刺されや擦り傷などをかきむしってしまうと、細菌が

感染してジクジクしたとびひになることがあります。と

びひは感染力が強く、とてもかゆいため、かいた手で体

のほかの部分を触ると、そこにも広がってしまいます。 

 

暑い日は水遊び向きと

考えがちですが、小さ

なプールでは水がすぐ

に温まってしまいま

す。気温や暑さ指数を

チェックして、暑すぎ

る日は注意しましょ

う。 

 

川や海で遊ぶときは、

子ども用のライフジ

ャケットを着せると

安心です。また、石や

ガラスなどによるけ

がを防ぐために、靴を

はかせましょう。 

川では、上流で降っ 

た雨やダムの放流な 

どで急に水かさが増 

えることがあります。 

海では、遠い台風や 

低気圧の影響で波が

高くなることがあります。周辺の気

象情報をチェックしておきましょ

う。 

肌トラブルを防ぐために 

 ●皮膚を傷つけないようにつめを短く切る 

●かゆみをやわらげるように冷やす、かゆみ止めを塗る 

●治りが遅い、広がった、湿疹が変化したときは、小児科や皮膚科

を受診 

ケアは 治療は 

シャワーを浴び、皮膚の清潔を保ち

ます。かきこわして広がる、周りに

感染するのを防ぐためにガーゼなど

で保護することがあります。 

抗菌薬の塗り薬を使います。よく

ならないときは抗菌薬の内服を

します。 

夏こそしっかり食べましょう 

食べ方 check！ 
元気な体は毎日の食事から。暑さに負けない体

をつくるためにも、しっかり食べましょう。 

冷たいものばか

り食べている 

野菜はサラダば

かり食べている 

アイスクリーム

や冷やした果物

をよく食べる 

冷たいジュース

が最高だ 

暖かいものを食べましょう 甘いものは食欲を低下させます 
体の中を冷やすのは体調不良のもと。

生野菜だけでは量が不足しがちなの

で、野菜を使った温かい料理を一品プ

ラスすることから始めましょう。 

冷たいものは胃腸の働きを低下させますし、

甘いものばかり食べていると食欲がわきませ

ん。おやつを見直し、水分補給ｈお茶にしまし

ょう。 


